
「何のために」「だれにJとv，うこと
り返されることになる。

「目的意識」と「相手意識」中心に置きラ

自分の話す力週間

このように，

を意識付けることで，撃が相夏［tこす事F脅し合う饗言語し事⑨関

ごとの特徴を次について

('I）発達段階を踏まえた単元捕懇

本学校園国語科ーでは，子どもたちの「話すこと＠聞くことJ

のように考え，単元を構成したり，学びを見取るための指標と

互いに伝え合うことを楽しむ段階

課題の追求のみにとどまらず，思考の深まりが生み出さ

(2）より効果的な学び合いをつくる学習活動，学習形態

「話すこと。聞くこと」には非常に多くの学習活動が存在する。発達段階に応じて系統的にそれ

らを組み立てていく必要があるが，子どもたちが新鮮な気持ちで取り組むことができるよう次のよ

うな点について工夫する。
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どもたちは自分の伝えたいことを自分なりの工夫

もって相手に伝え，相手の反応をもとに少しず

つ言葉の力を高めていくものと思われる。しかしラ

けではより高い「問い」を求め続けていく

は不十分である。自分の話す姿・聞く姿を実際

に見聞きすることヲ周りの子どもたちの声を示す

ととで，自分が思ったように話せていたか検証できる場をもちたい。そしてヲ「本当にこれでよかっ

ろうかの」「こんな場合は考えられないか。」などという教師のはたらきかけを工夫することでラ

子どもたちの考えをさらに深めていきたい。 （文責永野信吾）

ー司令

気持ちになるための場の設定はもちるんのことラ

学習形態についても発達段階や学級の状態に応じ

て柔軟に考えていきたいーま

のように考えてどんな玉夫をしたのがヲメモを作

るなどして言語化できるようにしておきたい己子

という子どもたちが「話したい！聞きたい lJ 

子どもたちはこの学校園で過ごす11年間の簡にヲ非常に多くの言葉を手に入れヲそれらを使って

自分に必要な情報を得たり，自分の伝えたいことを相手に伝えたりするようになる。幼稚園でラ遊

びゃ生活の中から多くの言葉を獲得した子どもたちは，小学校に入学すると授業の中でそれを用い

ながらラさらに多くを獲得していく。身に付けた言葉を使って周りの人々に伝える思いや考えも，

だんだんと複雑なものになっていく。時には厳しい言葉で相手を傷つけたり，傷つけられたりする

こともあるだろうが9 友だちの温かい言葉によって勇気付けられることもあるだろう。言葉は子ど

もたちにとって，とても重要なコミュニケーシヨンの手段であるといえる。一方でヲ言葉は思考の

ための手段でもある。子どもたちがこの学校園を巣立った数年後ヲ一人の社会人として生きていく

ためには，豊かな言葉を身に付け，物事を自分でとらえ，自分で追求し，自分で決定できることが

必要不可欠となる。それを実現するためにはラ言葉を単なる知識や技術として獲得するだけでなくラ

その場にあった言葉を選びヲ自分の目的に応じて使い分けることのできる主体的な言葉の使い手に

なっていくことが望まれる。

本学校圏国語科ではヲ研究主題「学び続ける子どもの育成」を受けヲこの言葉の学習を「話すこと・

聞くこと」を中心に据えて進めていく。「学び続けるJためにはヲ子どもたち一人一人が主体的に

問いをもつことが必要である。もちろん「読むことJや「書くこと」でも問いをもつことはあるがヲ「相

手Jが常に存在する「話すこと・聞くことJの学習では，そこに具体的な「相手」がいることによ

り9 子どもたちがより多くの問いをもつことが可能だと考えたためである。何を伝えたいかという

下目的意識」に加えヲ相手のζ とを考えて自分の言動を決めていく「相手意識jがヲより深い「問い」

を生むことにつながり，その経験を積み重ねることでラ子どもたちの言葉の力は高まっていくであ

ろう。

本学校園田語科では，「話すこと・聞くこと」

する姿Jを次のように考える。

初等部前期（幼～小 2)

課題を追求しようと

中等部（小6～中 3)

。リアリティのある場の設定（目的，場面，相手）

O様々な学習形態（ベアラ トリオヲグノレーブ等）

よりよく話すための工夫の言語化

。モニタリング（セノレフ・友だち）

の学習を行うときの「一人一人が問いをもち追求

0何をどのように伝えたり話し合ったりすればよいか，見通しをもとうとしている姿

0伝え合ったり話し合ったりしたことを振り返りラ自分や他者の選んだ方法・手段について吟味する姿
【司令
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目的意識をもって伝え合い，初等部後期（小3～小 5)

子どもたちの中に次のような「問い」が生まれてくることこれをスピーチを例にして考えると，

が考えられる。

内
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江〉

（さらによいスピーチをするには？） ～ ,I課題。っ把J崖卜 ～ （何について話そう？）

（（いよく町は？） 少」議プ守（何一山）

~斡く~r,i. 喧事）縛［工；~ ¥ 
¥ 付貯にきちん持わったかな？） 〉＼ 番 ／バ （どう話L,kG5'i:<1iわ引っ） （ 
： （きちんと間町通な？） ~/ ＼巨E 〆 ば （団山く聞問な？）
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